
 

 

第２期中期目標期間に係る業務実績報告の概要について 
 
１． 評価の実施概要（評価委員会が定める実施要領による） 

（１）評価の基本方針 
① 法人の第２期中期目標の達成状況について確認する。  
② 評価を通じて、法人の業務運営状況をわかりやすく社会に示す。  
③ 第３期中期目標期間における法人の業務運営の改善・向上に資する。 

 
（２）実施方法 

法人が、「公立大学法人島根県立大学第２期中期目標期間（H25～H30年度）に
係る業務実績報告書」（様式１）に基づき作成した業務実績報告書を評価委員会
に提出し、評価委員会が、当該業務実績報告書及び法人への聴取等に基づき、調
査・分析を行うとともに、その結果を踏まえて「項目別評価」及び「全体評価」

を行い、業務実績評価書を作成することにより実施する。 
 

（３）評価方法 
① 項目別評価 

・法人は、中期計画の小項目ごとに、実施状況、各年度の業務実績の評価結果及
び進捗状況や成果を踏まえ、小項目ごとの達成状況を別表記載のＡＡ～Ｄの５
段階で自己評価するとともに、その根拠を記述。 

・評価委員会は、中期計画の小項目ごとに法人の自己評価や取組みの記述内容な
どを総合的に判断して、ＡＡ～Ｄの５段階で評価を行うとともに、法人による
自己評価と異なる場合には判断理由を示す。 

 

 

② 全体評価  
・業務実績報告書において、項目別評価の結果を踏まえて、記述式により総括的に
自己評価を行う。  

・評価にあたっては、中期目標大項目ごとの取組みの実績並びに未達成の取組みと
今後の対応についても記述する。 

・評価委員会は、「項目別評価」の結果及び法人の自己評価結果も踏まえて、評価
委員会として記述式により総括的に評価を行う。 

 
２． 業務実績報告書（案）全体評価の概要 

別紙のとおり 

評価 中期目標期間項目別評価の評価基準 

ＡＡ 
中期計画を上回って実施している。（中期計画の小項目の内容をすべて達

成、特筆すべき効果がある） 

Ａ 
中期計画を十分に実施している。（中期計画の小項目の内容の達成状況が９

割以上） 

Ｂ 
中期計画を概ね実施している。（中期計画の小項目の内容の達成状況が７割

以上９割未満） 

Ｃ 
中期計画を十分には実施していない。（中期計画の小項目の達成状況が５割

以上７割未満） 

Ｄ 
中期計画を大幅に下回っている。（中期計画の小項目の内容の達成状況が５

割未満） 



 

 

３． 目標に対して未達成の取組みと今後の対応 
 

【外部資金の獲得について】 
浜田キャンパスにおいて、Ｈ28 年度以降、目標金額の 25,000 千円を下回る結果となっ

た。科研費公募説明会や各種外部資金の公募情報の提供のほか、Ｈ30 年度より実施して
いる科研費申請書個別支援サービスの導入、Ｈ31 年度から学内競争的研究費において准
教授~助手の教職員科研費獲得を支援する「若手支援枠」を設ける等により、外部資金の
獲得に取り組んでいく。 
 

【就職率について】 
  目標期間の６年間、概ね各キャンパスとも高い就職率を維持し続けることができた。
一方、浜田キャンパス総合政策学部でのＨ30 年度卒業生における県内就職率が法人化後
初めて 20％を割り込む結果となった。今後、全学的な入試制度改革に取り組み、県内高

校生の入学率を増やす努力をしていく。また、県内企業への就職率の向上のため、県、関
係団体、産業界等との連携を強化していく必要がある。 


